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(57)【要約】
折り畳み式アイロンが開示される。本発明による折り畳
み式アイロンは、一面に電源が供給されることにより加
熱される第１加熱面１１０を備え、一側方向に所定の長
さだけ延長される形状を有する第１アイロン部材１００
と、一面に電源が供給されることにより加熱される第２
加熱面２１０と、を備え、一側方向に所定の長さだけ延
長される形状を有する第２アイロン部材２００と、第１
支持台３１０及び前記第１支持台３１０と所定の距離だ
け離隔され、かつ、平行に配列された第２支持台３２０
、前記第１支持台３１０及び第２支持台３２０の間の離
隔距離を調節するための距離調節部材３３０を備えるア
イロン部材実装手段３００と、前記アイロン部材実装手
段３００の一側から外部へ延長される取っ手４００と、
電源コンセントに挿入されるソケット５１０及び前記ソ
ケット５１０と電気的に連結される給電線５２０を備え
、前記ソケット５１０を通じて印加される電源を前記給
電線５２０を通じて前記第１アイロン部材１００及び第
２アイロン部材２００に提供する電源連結部５００と、
を備え、前記第１アイロン部材１００は、一側に前記第
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一面に電源が供給されることにより加熱される第１加熱面１１０を備え、一側方向に所
定の長さだけ延長される形状を有する第１アイロン部材１００と、
　一面に電源が供給されることにより加熱される第２加熱面２１０を備え、一側方向に所
定の長さだけ延長される形状を有する第２アイロン部材２００と、
　第１支持台３１０及び前記第１支持台３１０と所定の距離だけ離隔され、かつ、平行に
配列された第２支持台３２０と、前記第１支持台３１０及び第２支持台３２０の間の離隔
距離を調節するための距離調節部材３３０を備えるアイロン部材実装手段３００と、
　前記アイロン部材実装手段３００の一側から外部へ延長される取っ手４００と、
　電源コンセントに挿入されるソケット５１０及び前記ソケット５１０と電気的に連結さ
れる給電線５２０を備え、前記ソケット５１０を通じて印加される電源を前記給電線５２
０を通じて前記第１アイロン部材１００及び第２アイロン部材２００に提供する電源連結
部５００と、を備え、
　前記第１アイロン部材１００は、一側に前記第１支持台３１０に締結するための第１回
転軸１３０をさらに備え、前記第１回転軸１３０と前記第１支持台３１０が締結されるこ
とにより、前記給電線５２０を通じた電源が前記第１加熱面１１０に印加され、前記第１
回転軸１３０は、前記第１アイロン部材１００の長さ方向と平行し、前記第１アイロン部
材１００は前記第１回転軸１３０を中心に回転可能であり、前記第２アイロン部材２００
は、一側に前記第２支持台３２０に締結するための第２回転軸２３０をさらに備え、前記
第２回転軸２３０と前記第２支持台３２０が締結されることにより前記給電線５２０を通
じた電源が前記第２加熱面２１０に印加され、前記第２回転軸２３０は前記第２アイロン
部材２００の長さ方向と平行し、前記第２アイロン部材２００は前記第２回転軸２３０を
中心に回転可能であることを特徴とする、
　折り畳み式アイロン。
【請求項２】
　前記第１回転軸１３０は、前記第１アイロン部材１００の一側から一定の長さだけ延長
されて突出された円筒形状を有し、前記第１支持台３１０は、一側に前記第１回転軸１３
０が挿入される円筒形状の開口が形成され、かつ、前記第１支持台３１０の開口に前記第
１回転軸１３０が挿入されることにより相互間に締結され、前記第２回転軸２３０は、前
記第２アイロン部材２００の一側から一定の長さだけ延長して突出された円筒形状を有し
、前記第２支持台３２０は、一側に前記第２回転軸２３０が挿入される円筒形状の開口が
形成され、前記第２支持台３２０の開口に前記第２回転軸２３０が挿入されることにより
相互間に締結されることを特徴とする請求項１に記載の折り畳み式アイロン。
【請求項３】
　前記第１支持台３１０は前記第１回転軸１３０が締結されることにより前記第１回転軸
１３０と前記第１支持台３１０の締結角度を調節する第１角度調節部材３１１をさらに備
え、前記第２支持台３２０は前記第２回転軸２３０が締結されることにより前記第２回転
軸２３０と前記第２支持台３２０の締結角度を調節する第２角度調節部材３２１をさらに
備え、前記第１角度調節部材３１１及び前記第２角度調節部材３２１により、前記第１加
熱面１１０と第２加熱面２１０は互いに向かい合って平行を維持するように角度が調節さ
れるか、または第１加熱面１１０と第２加熱面２１０が同一平面に位置するように角度が
調節できることを特徴とする請求項１に記載の折り畳み式アイロン。
【請求項４】
　前記給電線５２０は、前記取っ手４００を通じて前記第１支持台３１０及び前記第２支
持台３２０にそれぞれ連結され、前記第１支持台３１０と前記第１回転軸１３０が締結さ
れることにより、前記第１支持台３１０を通じて前記第１回転軸１３０に前記給電線５２
０との電気的な連結がなされ、前記第２支持台３２０と前記第２回転軸２３０が締結され
ることにより前記第２支持台３２０を通じて前記第２回転軸２３０に前記給電線５２０と
の電気的な連結が成されることを特徴とする請求項１に記載の折り畳み式アイロン。
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【請求項５】
　前記第２アイロン部材２００は、前記第２支持台３２０から分離可能であり、前記第１
加熱面１１０及び前記第２加熱面２１０のうち少なくとも一つには前記第１加熱面１１０
及び前記第２加熱面２１０が所定の距離だけ離隔された状態でも誘引力を通じて前記第１
加熱面１１０と前記第２加熱面２１０が相互向かい合ったまま固定されるようにする離隔
固定手段がさらに備えられることを特徴とする請求項１に記載の折り畳み式アイロン。
【請求項６】
　前記離隔固定手段は、磁石であることを特徴とする請求項５に記載の折り畳み式アイロ
ン。
【請求項７】
　一側に第１加熱面１１０を備え、前記第１加熱面１１０に開口された多数の第１スチー
ム排出口１１１をさらに備え、一側方向に所定の長さだけ延長される形状を有する第１ア
イロン部材１００と、
　一側に第２加熱面２１０を備え、前記第２加熱面２１０に開口された多数の第２のスチ
ーム排出口２１１をさらに備え、一側方向に所定の長さだけ延長される形状を有する第２
アイロン部材２００と、
　第１支持台３１０及び前記第１支持台３１０と所定の距離だけ離隔され、かつ、平行に
配列された第２支持台３２０、前記第１支持台３１０及び第２支持台３２０間の離隔距離
を調節するための距離調節部材３３０を備えるアイロン部材実装手段３００と、
　前記アイロン部材実装手段３００の一側から外部へ延長される取っ手４００と、
　水を格納するウォータータンク６００と、
　電源コンセントに挿入されるソケット５１０及び前記ソケット５１０と電気的に連結さ
れる給電線５２０を備え、前記ソケット５１０を通じて印加される電源を前記給電線５２
０を通じて前記ウォータータンク６００に提供する電源連結部５００と、を備え、
　前記第１アイロン部材１００は一側に前記第１支持台３１０に締結するための第１回転
軸１３０をさらに備え、前記第１回転軸１３０と前記第１支持台３１０が締結されること
により、前記給電線５２０を通じた電源が前記第１加熱面１１０に印加され、前記第１回
転軸１３０は前記第１アイロン部材１００の長さ方向と平行し、前記第１アイロン部材１
００は前記第１回転軸１３０を中心に回転可能であり、前記第２アイロン部材２００は一
側に前記第２支持台３２０に締結するための第２回転軸２３０をさらに備え、前記第２回
転軸２３０と前記第２支持台３２０が締結されることにより、前記給電線５２０を通じた
電源が前記第２加熱面２１０に印加され、前記第２回転軸２３０は前記第２アイロン部材
２００の長さ方向と平行し、前記第２アイロン部材２００は前記第２回転軸２３０を中心
に回転可能であり、前記ウォータータンク６００は前記給電線５２０と連結され、電源を
供給され加熱することにより前記ウォータータンクに格納された水からスチームを生成す
るスチーム生成手段６１０及び前記生成されたスチームを前記第１アイロン部材１００ま
たは第２アイロン部材２００に伝送するスチーム供給ライン６２０を備え、前記スチーム
供給ライン６２０は前記第１スチーム排出口１１１及び前記第２スチーム排出口２１１に
連結されることを特徴とする、
　折り畳み式アイロン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、衣類のしわを伸ばすことに使われる家庭用または産業用アイロンに関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　衣類などの着用時に生じるしわをなくすために以前から電気アイロンが使われてきた。
【０００３】
　一般的な電気アイロンの使用方式を調べてみると、アイロン台の上にアイロンをかける
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対象（衣類など）を置いて、しわを伸ばす部分を手で伸ばしながらその上に高温のアイロ
ンで押すことが一般的である。
【０００４】
　このような伝統的な方式によると、しわを伸ばすことや、衣類の折り目をつけることな
どのアイロンかけが十分にできるが、携帯性がよくなく、アイロンかけに多くの時間と努
力が所要されるという短所がある。
【０００５】
　よって、服をハンガーにかけた状態で簡易にしわを伸ばすための、スチームアイロンの
ような改良された形態のアイロンが登場した。
【０００６】
　しかし、このような改良された形態のアイロンもひどいしわを容易に伸ばすことはでき
るが、衣類の折れ目をつけることや、両面を同時にアイロンかけすることはできないので
、アイロンかけに所要される努力や時間を画期的に節減できないという限界点がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、このような従来技術の問題点を解決するために案出されたものであって、一
対のアイロン部材を備えて各アイロン部材を互いに向かい合うように折り畳んで、その間
に衣類を挿入してアイロンかけすることにより、容易に衣類の折り目をつけることができ
、両面を同時にアイロンかけすることができる折り畳み式のアイロンの提供をその目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記のような目的を達成するために、本発明の一実施例による折り畳み式アイロンは、
一面に電源が供給されることにより加熱される第１加熱面１１０を備え、一側方向に所定
の長さだけ延長される形状を有する第１アイロン部材１００と、一面に電源が供給される
ことにより加熱される第２加熱面２１０と、を備え、一側方向に所定の長さだけ延長され
る形状を有する第２アイロン部材２００と、第１支持台３１０及び前記第１支持台３１０
と所定の距離だけ離隔され、かつ、平行に配列された第２支持台３２０、前記第１支持台
３１０及び第２支持台３２０の間の離隔距離を調節するための距離調節部材３３０を備え
るアイロン部材実装手段３００と、前記アイロン部材実装手段３００の一側から外部へ延
長される取っ手４００と、電源コンセントに挿入されるソケット５１０及び前記ソケット
５１０と電気的に連結される給電線５２０を備え、前記ソケット５１０を通じて印加され
る電源を前記給電線５２０を通じて前記第１アイロン部材１００及び第２アイロン部材２
００に提供する電源連結部５００と、を備え、前記第１アイロン部材１００は、一側に前
記第１支持台３１０に締結するための第１回転軸１３０をさらに備え、前記第１回転軸１
３０と前記第１支持台３１０が締結されることにより、前記給電線５２０を通じた電源が
前記第１加熱面１１０に印加され、前記第１回転軸１３０は、前記第１アイロン部材１０
０の長さ方向と平行し、前記第１アイロン部材１００は前記第１回転軸１３０を中心に回
転可能であり、前記第２アイロン部材２００は、一側に前記第２支持台３２０に締結する
ための第２回転軸２３０をさらに備え、前記第２回転軸２３０と前記第２支持台３２０が
締結されることにより、前記給電線５２０を通じた電源が前記第２加熱面２１０に印加さ
れ、前記第２回転軸２３０は前記第２アイロン部材２００の長さ方向と平行し、前記第２
アイロン部材２００は前記第２回転軸２３０を中心に回転可能であることを特徴とする。
【０００９】
　一方、上記のような目的を達成するために、本発明のこの実施例による折り畳み式アイ
ロンは、一側に第１加熱面１１０を備え、前記第１加熱面１１０に開口された多数の第１
スチーム排出口１１１をさらに備え、一側方向に所定の長さだけ延長される形状を有する
第１アイロン部材１００と、一側に第２加熱面２１０を備え、前記第２加熱面２１０に開
口された多数の第２スチーム排出口２１１をさらに備え、一側方向に所定の長さだけ延長
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される形状を有する第２アイロン部材２００と、第１支持台３１０及び前記第１支持台３
１０と所定距離だけ離隔され、かつ、平行に配列された第２支持台３２０、前記第１支持
台３１０及び第２支持台３２０の間の離隔距離を調節するための距離調節部材３３０を備
えるアイロン部材実装手段３００と、前記アイロン部材実装手段３００の一側から外部へ
延長される取っ手４００と、水を格納するウォータータンク６００と、及び、電源コンセ
ントに挿入されるソケット５１０及び前記ソケット５１０と電気的に連結される給電線５
２０を備え、前記ソケット５１０を通じて印加される電源を前記給電線５２０を通じて前
記ウォータータンク６００に提供する電源連結部５００と、を備え、前記第１アイロン部
材１００は、一側に第１支持台３１０に締結するための第１回転軸１３０をさらに備え、
前記第１回転軸１３０と前記第１支持台３１０が締結されることにより、前記給電線５２
０を通じた電源が前記第１加熱面１１０に印加され、前記第１回転軸１３０は、前記第１
アイロン部材１００の長さ方向と平行し、前記第１アイロン部材１００は前記第１回転軸
１３０を中心に回転可能であり、前記第２アイロン部材２００は、一側に前記第２支持台
３２０に締結するための第２回転軸２３０をさらに備え、前記第２回転軸２３０と前記第
２支持台３２０が締結されることにより前記給電線５２０を通じた電源が前記第２加熱面
２１０に印加され、前記第２回転軸２３０は前記第２アイロン部材２００の長さ方向と平
行し、前記第２アイロン部材２００は、前記第２回転軸２３０を中心に回転可能であり、
前記ウォータータンク６００は、前記給電線５２０と連結され、電源を供給されて加熱す
ることにより前記ウォータータンクに格納された水からスチームを生成するスチーム生成
手段６１０及び前記生成されたスチームを前記第１アイロン部材１００または第２アイロ
ン部材２００に伝送するスチーム供給ライン６２０を備え、前記スチーム供給ライン６２
０は、前記第１スチーム排出口１１１及び前記第２スチーム排出口２１１に連結されるこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によると、一対のアイロン部材を互いに向かい合うように折り畳むことにより衣
類の折り目に両面からアイロンをかけることが可能となり、よって、容易に衣類の折れ目
をつけることができるという効果がある。
【００１１】
　さらに、アイロン部材の一側が分離され、アイロンかけする衣類を中心に反対側の面に
付着された状態でアイロンかけすることができ、よって、服をハンガーなどにかけた状態
で広い面積に対して同時に両面をアイロンかけすることができるという効果がある。
【００１２】
　このように、一対のアイロン部材を互いに向かい合うように折り畳んで使用するか、ま
たは一側を分離して反対側面に付着してアイロンかけをする場合、一側のアイロン部材が
アイロン台の役割をするので、さらに容易にアイロンかけができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施例による折り畳み式アイロンの外形を説明する図面である。
【図２】図１に示された折り畳み式アイロンのアイロン部材の角度を調節することを説明
する図面である。
【図３】図２に示された折り畳み式アイロンの一対のアイロン部材を互いに向かい合うよ
うに回転させて両面を同時にアイロンかけすることを説明する図面である。
【図４】一対のアイロン部材のうちいずれか一つを分離して他のアイロン部材のアイロン
かけ面に付着させることを説明する図面である。
【図５】本発明の実施例による折り畳み式アイロンの外形を説明する図面である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下では、本発明の好ましい実施例及び添付する図面を参照して本発明を詳細に説明す
る。一方、本発明を明確にするために本発明の構成と関連のない内容は省略するが、図面
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の同一の参照符号は同一の構成要素を示すことを前提として説明する。
【００１５】
　一方、発明の詳細な説明または特許請求の範囲において、いずれか一つの構成要素が他
の構成要素を「含む」ということは、特に反対の記載がない限り、当該構成要素だけで成
されることと限定されて解釈されてはならず、他の構成要素をさらに含むことができると
いうことを意味する。
【００１６】
　また、発明の詳細な説明または特許請求の範囲において、「～手段」、「～部」、「～
モジュール」、「ブロック」として命名された構成要素は、少なくとも一つ以上の機能や
動作を処理する単位を意味する。
【００１７】
　図１は、本発明の一実施例による折り畳み式アイロンの外形を説明する図面であり、図
２は、図１に示された折り畳み式のアイロンのアイロン部材の角度を調節することを説明
する図面であり、図３は図２に示された折り畳み式アイロンの一対のアイロン部材を互い
に向かい合うように回転させて両面を同時にアイロンかけすることを説明する図面である
。
【００１８】
　一方、図４は、一対のアイロン部材のうちいずれか一つを分離して他のアイロン部材の
アイロンかけ面に付着させることを説明する図面である。
【００１９】
　図１によると、本発明の一実施例による折り畳み式アイロンは、第１回転軸１３０を中
心に回転する第１アイロン部材１００、第２回転軸２３０を中心に回転する第２アイロン
部材２００、前記一対のアイロン部材１００、２００の各回転軸１３０、２３０が実装さ
れるアイロン部材実装手段３００、前記アイロン部材実装手段３００に連結される取っ手
４００、外部から電源が印加される電源連結部５００を備える。
【００２０】
　第１アイロン部材１００は図１に示されたように、一側方向に所定の長さだけ延長され
る形状を有し、その一側面には外部から電源が供給されることにより加熱される平面であ
る第１加熱面１１０が備えられる。前記第１加熱面１１０内部には熱線（未図示）が備え
られ電気エネルギーを熱エネルギーに変換することにより加熱される。
【００２１】
　一方、前記第１アイロン部材１００の第１加熱面１００の反対側は、図１に示されたよ
うに丸いか、或いは角ばった形態で突出され、第１加熱面１１０の加熱時にもやけどせず
に掴むことができるように第１取っ手１２０がさらに備えられる。
【００２２】
　一方、第２アイロン部材２００もまた、一側方向に所定の長さだけ延長される形状を有
し、その一側面には外部から電源が供給されることにより加熱される平面である第２加熱
面２１０が備えられる。前記第２加熱面２１０内部にも熱線（未図示）が備えられ、電気
エネルギーを熱エネルギーに変換することにより加熱される。
【００２３】
　一方、前記第２アイロン部材２００の第２加熱面２１０の背面もまた図１に示されたよ
うに第１アイロン部材２００と同一の形状であり得るし、第２加熱面２１０の加熱時にも
やけどせずに掴むことができるように第２取っ手２２０がさらに備えられる。
【００２４】
　この場合、好ましくは、前記第１加熱面１１０と第２加熱面２１０は長方形の形状を有
し、互いに同じ大きさを有することができる。
【００２５】
　アイロン部材実装手段３００は、第１支持台３１０と第２支持台３２０を備え、前記第
１支持台３１０と前記第２支持台３２０は、好ましくは一側方向に所定長さだけ延長され
る棒状を有し、かつ、相互間に一定距離だけ離隔されて平行を成す。
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【００２６】
　一方、アイロン部材実装手段３００は、図１に示されたように前記第１支持台３１０と
第２支持台３２０の離隔距離を調節するための距離調節部材３３０を備える。この場合、
距離調節部材３３０は図１に示されたように、いくつかの歯車の組み合わせにより成り立
っており、そのうちいずれか一つの歯車を使用者が回すことにより前記第１支持台３１０
と第２支持台３２０の離隔距離が調節できる。
【００２７】
　図１の例において、第１支持台３１０は距離調節部材３００と一体に成形され固定され
、かつ、第２支持台３２０は距離調節部材３００に形成されたレール（未図示）に挟まれ
た状態で歯車の回転時にレールに沿って移動することになる。
【００２８】
　取っ手４００は、前記アイロン部材実装手段３００の一側から外部へ延長され、使用者
が片手で容易に掴める形状を有する。この場合、好ましくは、手から滑らないようにゴム
などの材質で覆われることができる。
【００２９】
　一方、電源連結部５００は、電源コンセントに挿入されるソケット５１０及び前記ソケ
ット５１０と電気的に連結される給電線５２０を備える。給電線５２０は、図１に示され
たように取っ手４００の一側面に挿入され、前記アイロン部材実装手段３００内部へ延長
された後、それぞれ前記第１アイロン部材１００及び第２アイロン部材２００に連結され
る。
【００３０】
　これにより、電源コンセントにソケット５１０挿入時に外部から印加される電源が前記
第１アイロン部材１００及び第２アイロン部材２００の各加熱面１１０、２１０内部の熱
線に印加され、これにより各加熱面１１０、２１０が加熱される。
【００３１】
　一方、一対のアイロン部材１００、２００と、前記アイロン部材実装手段３００の結合
関係を調べてみると、まず、第１アイロン部材１００は一側に前記第１支持台３１０に締
結するための第１回転軸１３０をさらに備える。
【００３２】
　この場合、第１回転軸１３０は、好ましくは、図４の（ａ）に示されたように前記第１
加熱面１１０の一側面から前記第１アイロン部材１００の長さ方向と平行に所定の長さだ
け延長される棒状を有する。
【００３３】
　一方、前記第１支持台３１０は、図４の（ａ）に示されたように前記第１回転軸１３０
が挿入できるように一側末端に開口が形成された棒状をする。この場合、その断面積は前
記第１回転軸１３０の断面より広い。
【００３４】
　第１回転軸１３０は、このように前記第１支持台３１０に挿入されたまま回転可能であ
る。すなわち、使用者は図２に示されたように第１取っ手１２０を掴んで前記第１アイロ
ン部材１００を回転軸を中心に回すことができ、その角度を調節することができる。
【００３５】
　一方、前記第１支持台３１０には前記第１回転軸１３０が挿入され締結されることによ
り、前記第１回転軸１３０と前記第１支持台３１０の締結角度を調節する第１角度調節部
材３１１がさらに備えられる。
【００３６】
　このような第１角度調節部材３１１は、前記第１回転軸１３０が一定の角度で回転した
状態で、これ以上その角度がずれないように固定する。固定は例えばねじを締めるなどの
方法で行われることができる。
【００３７】
　第２アイロン部材２００もまた前記で説明した第１アイロン部材１００と同様に、前記
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第２支持台３２０に締結するための第２回転軸２３０をさらに備え、
　前記第２支持台３２０もまた前記第２回転軸２３０が締結されることにより、その角度
を調節し、これ以上その角度がずれないように固定する第２角度調節部材３２１を備える
。
【００３８】
　これにより使用者は図２に示されたように、第１取っ手１２０または第２取っ手２２０
を掴んで第１アイロン部材１００と第２アイロン部材２００の角度を調節することができ
、距離調節部材３３０を用いて前記第１アイロン部材１００と第２アイロン部材２００の
距離を調節できるようになる。
【００３９】
　換言すると、第１アイロン部材１００と第２アイロン部材２００の第１加熱面１１０と
第２加熱面２１０は、図２に示されたように平行を維持したままで、所定距離だけ離隔さ
れるように互いに向かい合うこともでき、図１に示されたように互いに同一平面に位置す
るように角度が調節されることもできる。
【００４０】
　図１に示されたように、一対のアイロン部材１００、２００の加熱面１１０、２１０が
同一平面に位置する場合、使用者は取っ手４００を掴んで衣類の表面に前記加熱面１１０
、２１０を置いたまま軽く押すことにより公知のアイロンと同様にアイロンかけをするこ
とができる。
【００４１】
　一方、図２に示されたように、一対のアイロン部材１００、２００の加熱面１１０、２
１０が互いに向かい合うように角度を調節した後、距離調節部材３３０を用いて前記第１
アイロン部材１００と第２アイロン部材２００の距離を、アイロンかけする衣類の厚さだ
け減らした後、図３に示されたように前記加熱面１１０、２１０の間にアイロンかけする
衣類を挟んで一側に押すことにより衣類の両面を同時にアイロンかけすることもできる。
【００４２】
　これは、ズボンやシャツなどに折れ目をつけるための用途で使用できる。
【００４３】
　従来技術によると、ズボンの場合、ズボンの折れ目を伸ばしてアイロン台の上に置いて
からアイロンをかけなければならなかったが、本発明によると、ズボンをハンガーにかけ
たままで、折り目をそっと取って前記加熱面１１０、２１０の間に挟んだまま一側に押す
ことにより簡単にアイロンかけができる。
【００４４】
　一方、前記一対のアイロン部材１００、２００のうち少なくともいずれか一つは前記支
持台３１０、３２０から分離可能である。図４の（ａ）によると、前記第２アイロン部材
２００は前記第２支持台３２０から分離可能であることが分かる。
【００４５】
　すなわち、図４の（ａ）によると、使用者は第２角度調節部材３２１をはずして前記第
２アイロン部材２００を前記第２支持台３２０から分離することができる。
【００４６】
　この場合、前記一対のアイロン部材１００、２００の加熱面１１０、２１０のうち少な
くとも一つには、前記第１加熱面１１０及び前記第２加熱面２１０が所定の距離だけ離隔
された状態でも誘引力を通じて前記第１加熱面１１０と前記第２加熱面２１０が互いに向
かい合ったまま固定されるようにする離隔固定手段（未図示）がさらに備えられる。
【００４７】
　この場合、前記離隔固定手段は磁石であり、前記加熱面１１０、１２０は磁力により誘
引される鉄金属の材質であってもよい。
【００４８】
　これによって使用者は、前記分離した第２アイロン部材２００の加熱面２１０を図４の
（ｂ）のように前記第１加熱面１１０に付着させることができる。
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【００４９】
　すなわち、アイロンかけする衣類をハンガーなどにかけた状態で、前記第１加熱面１１
０と第２加熱面２１０との間に前記衣類を挿入したままでアイロンかけをすることができ
る。
【００５０】
　このように一つ以上のアイロン部材１００、２００を支持台３１０、３２０から分離す
るために電気的な連結に関する考慮が必要である。
【００５１】
すなわち、給電線５２０は、取っ手４００を通じて前記第１支持台３１０及び前記第２支
持台３２０まで連結され、回転軸１３０、２３０が図４の（ａ）に示されたように、支持
台３１０、３２０内部へ挿入されることにより、前記回転軸１３０、２３０の接点に前記
支持台３１０、３２０内部の接点、接線が接触されることにより前記アイロン部材１００
、２００に電源が印加されるようにする。
【００５２】
　よって、図４の（ｂ）に示されたように、第２アイロン部材２００を分離すると、前記
第２アイロン部材２００はこれ以上電源が供給されず、前記第１加熱面１１０と第２加熱
面２１０の間にアイロンかけしようとする衣類を挿入した状態でアイロンかけをする場合
、前記第２加熱面２１０はアイロン台の役割をする。
【００５３】
　図３によると、加熱面１１０、２１０の面積より狭い幅の衣類などをアイロンかけする
ことができるだけであるが、このようにいずれか一つのアイロン部材１００、２００を分
離することにより幅に制限をおかずにアイロンかけをすることができる。
【００５４】
　以下では、図５を参照して本発明のこの実施例による折り畳み式のアイロンについて詳
細に調べてみる。
【００５５】
　図５は本発明のこの実施例による折り畳み式アイロンの外形を説明する図面である。
【００５６】
　図５に示された本発明のこの実施例による折り畳み式のアイロンは、前記一実施例とは
違って、加熱面１１０、２１０が熱線などにより直接加熱されず、代わりに前記加熱面１
１０、２１０にそれぞれ備えられたスチーム排出口１１１、２１１を通じてスチームが排
出される形態のアイロンである。
【００５７】
　図５によると、水を格納するウォータータンク６００がさらに備えられ、電源連結部５
００の給電線５２０はソケット５１０を通じて印加される電源を前記ウォータータンク６
００に提供する。
【００５８】
　一方、ウォータータンク６００は、前記給電線５２０と連結され、電源を供給されて加
熱することにより、前記ウォータータンク６００に格納された水からスチームを生成する
スチーム生成手段６１０と前記生成されたスチームを前記第１アイロン部材１００または
第２アイロン部材２００に伝送するスチーム供給ライン６２０を備える。
【００５９】
　一方、前記スチーム供給ライン６２０は、前記第１スチーム排出口１１１及び前記第２
スチーム排出口２１１に連結されて外部へ排出される。
【００６０】
　使用者は、アイロンかけしようとする衣類をハンガーにかけた状態で高温のスチームを
用いてしわなどを伸ばすことができる。
【００６１】
　この場合、図３に示されたように、第１アイロン部材１００と第２アイロン部材２００
を互いに向かい合うようにして両面から同時にスチームを放出してアイロンかけをするこ
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ともできる。
【００６２】
　本発明は、添付図面及び前記のような実施例を参照して説明したが、これは例示的なも
のに過ぎず、本技術分野における通常の知識を有する者であれば、これにより多様な変形
及び均等な他の実施例が可能である点が理解できるはずである。よって、本発明の権利範
囲は添付の特許請求の範囲の技術的思想により定められるべきであり、上記のような実施
例に限らない。

【図１】 【図２】

【図３】
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【要約の続き】
１支持台３１０に締結するための第１回転軸１３０をさらに備え、前記第１回転軸１３０と前記第１支持台３１０が
締結されることにより、前記給電線５２０を通じた電源が前記第１加熱面１１０に印加され、前記第１回転軸１３０
は、前記第１アイロン部材１００の長さ方向と平行し、前記第１アイロン部材１００は前記第１回転軸１３０を中心
に回転可能であり、前記第２アイロン部材２００は、一側に前記第２支持台３２０に締結するための第２回転軸２３
０をさらに備え、前記第２回転軸２３０と前記第２支持台３２０が締結されることにより、前記給電線５２０を通じ
た電源が前記第２加熱面２１０に印加され、前記第２回転軸２３０は前記第２アイロン部材２００の長さ方向と平行
し、前記第２アイロン部材２００は前記第２回転軸２３０を中心に回転可能であることを特徴とする。
【選択図】図１
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